公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会
第7回 学自研学生委員会 議事録
2013年10月26日
1．概要 

日  時：2013年10月26日(土) 13:00～15:15 

場  所：国士舘大学世田谷キャンパス　34号館A209教室
参加者：
神奈川工科大学

三木
国士舘大学

中山
芝浦工業大学

秋葉・廣兼
東京都市大学            佐口
東京農工大学

帷子
東京大学


酒井
東京電機大学

寺岡
日本大学


中島
工学院大学

只野、久住
東京理科大学

西脇
横浜国立大学

鈴木、宮澤
 (大学名50音順・敬称略・OP会員略)
2．配布資料
1 事前資料
2 台湾国際交流プログラム報告書
3 企画書3種
ジヤトコ工場見学，東京モーターショー取材2種類、2輪車研修、ヘルメット工場見学会、建設重機見学会，タイヤ工場見学会
3．議題
　3.1 企画報告
　台湾国際交流プログラム
3.2 今年度の企画に関して
①ジヤトコ工場見学会
　②東京モーターショー取材
③二輪研修
④アライヘルメット工場見学
⑤建設重機見学会
⑥タイヤ工場見学会
⑦オートサロン
3.3 学自研引き継ぎに関して
3.4 学術講演会に関して
3.5 次回委員会開催日程
3.6 12月委員会に関して
3.7 加藤理事より
4 企画報告
・第1回 JSAE-SAE Taipei section 国際交流プログラム
学生委員の秋葉より、台湾での国際交流プログラムに関する報告があった。詳細は報告書を参照のこと。
5 今年度の企画に関して
①ジヤトコ工場見学会
・委員会時点で参加者は学生14人と鈴木理事の15人。
・明日の学生フォーミュラ技術交流会で学生委員の長澤より宣伝してもらう。
・本日、先方に大体の人数を連絡し月曜に詳細な参加者名簿を送付する。
②東京モーターショー取材
・プレスデーである20日の参加者は決定済み、21日は5人中3人が未定。
・報告形式について、時田理事より支部報だけでなく会誌に掲載してはどうかと提案を受けている。内容が被るのはよくないので、各媒体でどういった内容にするかを考える。単に東京モーターショーの記事でなく、事前の目的設定や後のアウトプットまで含めた記事にするとよいとの意見が出た。確保するペーシ数に関しては早めに連絡する必要がある。
・プレスデーの参加者が集まらないため、独断で参加者を集めてしまったが、参加者選考がクリアでないのは、今後問題になるので本来避けるべきとの意見が出た。本来は先月の委員会にて、参加希望者が集まらない際の対応について協議するべきだった。
・特別招待日の参加者が集まらないため、他支部にも参加を呼びかけたい。
・他支部の参加者の取材・編集・アウトプットをどうするかについては考える。
・他支部の希望者が多い際は関東支部優先の明言や、取材内容により選考する。
・当日速報版の作成場所に関しては、プレスルーム、芝浦工業大で部屋を確保してもらう、ファミレス等を検討。
・特別招待日の大型商用車取材に関して、10名中8名は未決定。締め切りは今月末で、プレスデーのパスを活用することで希望者が15名までは対応可能である。
・特別招待日のチケットは12時から入場可能だが、プレスデーのパスを使用すると午前中から入場できる。
・明日の技術交流会で委員の長澤より宣伝してもらう。
・締め切りを設定して他支部にも募集をかける。
・取材内容に関しては、各企業のブース展示内容に沿うものになる。三菱ふそうのブースは他メーカと離れており、移動に時間がかかるため要検討。
・見学ツアーの部品メーカー部分は調整中で、早急に希望を出して打診する必要がある。希望順位をつけて次の金曜日の午前中に希望を出す。
・スケジュールに関して、休憩時間を確保したら良いのではとの意見が出た。
③二輪研修
・参加希望者が少ないため、今月一杯は募集をかけ、月末には先方に報告する。募集締切を再設定する。
・研修所としての採算ラインが20名であり、1割キャンセルが出ることを想定し22,23名程度は募集したい。
・25歳未満でないと研修費が倍額になる。学生であれば、25歳以上でも問題ない。自技会会員は交通費3000円の補助が出る。
・交通手段は、駅からバスor参加者の車で輸送も可能。
・インストラクターに白バイ隊員の方が確保できるか先方に確認する。
④アライヘルメット工場見学
・開催日が12月19日に決定した。締め切りに関しては、先方と納期を相談して逆算決定する。
・途中移動に使用するマイクロバスの定員上、参加人数は20名以下となる。
・10月中にポスターを作成し、1ヶ月前の11月20日前後に一次締め切りが適当ではないか。
・交通手段として、バイクは可能なのか。　→　先方に一応確認する。
・電車で来るのは十分可能。車で来る際は先方に報告の上、相乗りとする。企画参加時は原則として公共交通機関の利用が望ましい。
⑤建設重機見学会
・企画書に関して、なぜ数ある建機メーカの中でコマツを選んだか理由が思いつかない。
→　来年違うメーカに行く等、シリーズ化する方法も考えられる。
⑥タイヤ工場見学会
・工学院大学の中島先生に、先方への窓口になって頂くよう馬場理事からお願いして頂いた。
・見学の際に聞きたいこととして、エコタイヤの開発についての話、合成ゴムから天然ゴムへ回帰しているのはなぜか、などが挙がった。
⑦オートサロン
・来年につなげるためにも、今年度行わないのは望ましくない。
・学生委員長の鈴木と馬場理事が担当。
・人数規模は小規模で、報告書のみ出力するような簡易な形で行う。
6 学自研引き継ぎに関して
来年卒業して来られなくなる委員は、引き継ぐ人間をこの時期から連れてきてほしい。
7 学術講演会に関して
7.1 特別講演に関して
・F1に関する講演は行えない。講演をお願いする支部長の意向として、学自研の企画内として学生を集めて行うのは可能。
・学自研企画として、今年度or来年度頭にF1特別講演会として開催する。
7.2 ポスターに関して
学自研、国際交流、東京モーターショー取材の内容でそれぞれパネルを作成する。
7.3 アンケートに関して
・毎年、学術講演会の際に学自研の認知度等に関するアンケートを取っているが、今年度はアンケートでなく学自研のパンフレットを用いて宣伝を行うのはどうか。
・来月の委員会でパンフレットの是非等について議論する。
・過去のアンケート目的と結果、知名度の推移について分析するとよいとの意見が出た。
8 次回委員会開催日程
日時：11月23日（土）1000～
日本大学理工学部を予定
9 12月委員会に関して
関東学院大学の先生より、12月委員会を関東学院大学関内メディアセンター内で行い、その後中華街で忘年会してはどうかと提案頂いた。時期を12月14日辺りとし、店の予約など行う。
10 加藤理事より
学術講演会内で、ガイドツアーにて部屋を用意し学自研をPRするのは、今年は行わない。その代わりにポスターを例年より充実させて、企業関係者や海外の学生にPRしてはどうか、等と議論がされている。来月の委員会時点ではもう少し詳しく決まる予定。
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